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はないかと直感した。そこで次回の訪緬時には、オーラル・ヒストリーのインタビューを
したいという申し入れをして、このインタビューが実現した。インタビューは、2013 年 12















誕生：1949 年 9 月 10 日 















父は 1930 年頃、19 歳の頃から米の商いを始めた。自分が物心ついた頃には、父の商売
はうまく行っていた。村の周辺の農家から米を買ってきて、ジーゴンの町中にある精米所
にコミッションをとって売るというビジネスであった。 
当時、英国企業で Steel Brothers という会社があった。そこは、米に関してはモミを買っ
て精米させていたが、米以外には木材なども扱っていた。この会社はジーゴンの精米所に
精米させていた。ジーゴンの精米所は大きな商人であったが、父はそのジーゴンの商人に
モミを売っていた。Steel Brothers のモミ 100 バスケット当たりの購入価格は 250 チャット
ミャンマーにおける中小企業指導者の誕生 
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であった。1 バスケットは、だいたい 50 英ポンドに相当する。50 英ポンドというのは、精
米後の米の重量である。 
ジーゴンの商人は父から 100 バスケットについて 3 チャットのコミッションを払って買
い、Steel Brothers には 2 チャットのコミッションをとって売っていた。父は、周辺の農家
から 100 バスケット当たり 1 チャットのコミッションを払ってモミを集荷していた。集荷













自分の兄弟は 8 人である。1 番上は女で、すでに亡くなっている。2 番目も女で、学校








必要とされるビジネスであった。当時、一般的であったのは、1 日 24 時間稼働で、1 日当
たり 50 トン精米できる規模の精米所であった。父が共同出資して始めた精米所は、1 日当
たり 25 トン精米できる規模の精米所で、当時としては小規模なものであった。今日では、
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て、住み着いていた。 
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大学教育 
1967 年、パテインの Inter College に入学し、そこで 2 年間学んだ。ジーゴンでは成績が
1 位であったが、全国では低い成績だったので、地方大学に行かざるをえなかった。そこ
では 1 年目に物理学を専攻して、1968 年には化学専攻に移った。周りの人が移ったので、
自分も専攻を変えただけで、特に理由はなかった。 
1969 年、ヤンゴン大学の Industrial Chemistry に編入学した。なぜそこに編入学したかと









1971 年、RIT の Chemical Engineering 専攻の 4 年生に編入学した。RIT は 6 年制であった
ので、そこで 3 年間、製図、Land Survey などを学んだ。在学中の 1973 年 10 月にオイルシ
ョックがあったが、当時ミャンマーは石油の輸出国であったので、影響はなかった。1974
年 7 月、同大学の Bachelor of Engineering Degree in Chemical Engineering を取得して卒業し
た。1971 年頃はすぐに就職できていたが、1974 年頃は就職先があまりなくなっていた。父
が 1973 年 3 月に亡くなっていたので、1974 年 7 月から 1976 年 5 月までは実家に戻って精
米所と農業を手伝っていた。 
 
国営企業への就職：Petro Chemical Industry 





サレー化学肥料工場水処理プラント Assistant Plant Manager：1976-1977 年 
本社には 1 か月だけいて、6 月にはサレーにある第 1 化学肥料工場にプロセス・エンジ




サレー化学肥料工場尿素プラント Shift Process Engineer：1977-1981 年 
次に 1977 年から 81 年までは、尿素プラントの Shift Process Manger として生産の最大化
を図った。 
この頃日本の援助で Mann Refinery Complex を建設する話があった。Mann は油田地帯で
＜資料＞ 
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あった。当初、ティラワの周辺で東洋エンジニアリングが契約をする予定であったが、う
まくいかず契約が流れて、日本側が 10 億円あまりの賠償金を支払うことになった。1978





のプラントがあったので、入社 5 年目の自分が Mann Project のために coke operation trainee
として日本に行くことになった。1980 年 9 月に日本研修があるということで、自分を含む
派遣要員の健康診断などの準備が進められた。 






マン精油所石油コークスプラント Process Engineer：1981-1984 年 
日本に 3 か月滞在して研修を受けて、1981 年 5 月にミャンマーに戻ってすぐに Mann 
Refinery Project 要員に任命されて、同年 6、7 月にマグウェイ管区の Than Puyar Kan という
ところに赴任した。石油精製プラントは 1982 年には稼働する予定であったが、油田から予
定どおりに石油が採れなかったために稼働できなかった。Mann 油田は増産可能と見てい
たが、石油の生産量は減ってしまっていた。石油精製設備の処理能力は 1 日当たり 90 万ガ
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サレー化学肥料第 2 工場尿素プラント Plant Manager：1984-1987 年 








サレー第 2 工場に戻ったときはオフィサーになっていて、月給 800 チャットのエンジニ
アだった。技術者のラインのナンバー2 のポジションにランクは上がったが、給料は上が
らなかった。 
第 2 工場の建設には、400 百万チャットかかった。建設のために必要な費用は、ヨーロ
ッパの銀行から年利 8％の金利で借りた。当時の首相のネウェインと側近が第 2 工場の建
設を決めたということであった。第 2 工場は 1 年間休まず稼働したとしても、年間 20 百万
チャットの売上しかないという黒字にならないプロジェクトであった。化学肥料製造設備
はオーストリアの Vostalpine 社とベルギーの Cooperrust 社のものであった。プロセスのエ








能力 500 トンと言われていたが、300 トンしか生産ができない。予定どおりの生産ができ
ていない。 






その後で出勤してみると 3 つの棚が一杯になるほど資料が置いてあった。 
このプロジェクトの件で、当時のエネルギー大臣のウー・マウンチョーは更迭された。
組む相手はどのような相手か、利子はいくらかということを見ないでやってはいけない。
ミャンマー政府の借金の 3 分の 1 は、自分たちの省（エネルギー省）で作ってしまった。
ミャンマーは見栄っ張りの経済で、そのために衰退してしまった。社会主義時代には、肥
料工場 2 つで 50 百万チャットの肥料生産を行い、100 百万チャットの肥料を輸入していた。
肥料生産に伴う赤字は 300 百万チャットに上っていたが、赤字の額を自慢していた。 
＜資料＞ 
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 サレー第 2 工場では 1987 年まで尿素プラントのプラント・マネージャーをしていたが、



















政策である。現在、ヤンゴンの SME サービス・センターには 40 人近い人がいるが、あそ
この仕事は 5 人でできる。 
 1995 年から 98 年まで、Myanmar Petrochemical Enterprise 本社のコンピュータ部門の
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町工場の設立：2000 年 
 1998 年に公務員を辞めて、ヤンゴンで仕事を始めた。町工場というのは安定した仕事で
はない。まず 2000 年に南ダゴンに 2 ヶ所土地を借りて、町工場を始めた。2001 年に、そ


































ボイラー、米を乾燥するための機械などを注文してくる。1 日 140 トン規模の精米所であ
れば、一式 650 万チャット、1 日 40 トンの精米所の場合には一式 300 万チャット程度の価
格である。菓子製造設備も作ることがあるが、これは精米所より大規模であるので、一式
＜資料＞ 
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